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３．研究グループの組織と運営 

答志黒海苔養殖研究会は地区の黒ノリ養殖振興を目的に昭和 40 年代に設立された。

地区の黒ノリ養殖事業者を構成員とし、生産スケジュール調整や技術・知見共有等の

生産面の取組、商社訪問やニーズの聞き取り等の販売面の取組を行っている。 

 

４．研究・実践活動取組課題選定の動機 

技術向上により増加させてきた地区の 1経営体あたり生産枚数は平成 15年度以降頭

打ち、単価は減少傾向となっていた（図 5）。当時、各経営体は海での摘採から陸での

加工までを行っており、漁期中は早朝から深夜まで家族交代で働き続けなければなら

ず、限られた時間の中で生産は限界に達していた。また、各経営体での作業となるた

め、地区のノリの品質が揃わず、単価が伸びない状況が続いていた。行き詰まりを感

じるようになり、地区でも廃業を検討する声が聞こえてきた。 

このような中、平成 24年 4月に漁協、漁連と黒ノリ養殖の委託加工方式について勉

強する機会を得た。漁協が運営する共同施設とその作業員に加工を委託することで増

（上）図 3 黒ノリ生産枚数、生産金額   （下）図４ 黒ノリ経営体数 
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産と品質均一化が期待できるという。三重県での導入例はなかった。 

委託加工方式は地区の黒ノリ養殖を大きく転換させる。しかし、未来を見据え、今

を乗り越えなければならないと考えた。また答志地区が三重県初の事例となり、黒ノ

リ養殖の未来への道筋を示すことで、県全体の活性化にも繋がるのではないかと考え、

導入を検討することとした。 

 

５．研究・実践活動状況及び成果 

（１）地区での話し合い 

平成 24年 5月から平成 25年にかけて委託加工の導入について、漁協、漁連、行政

等の関係者と協議した。加工を他人に任せ、本当に一緒にできるのか、スケジュール

や品質はどうするのか等、検討課題は山ほどあった。漁協も真剣に向き合ってくれた。

委託加工を導入することは、我々のためだけに漁協が多額の費用をかけ自営施設を持

つことである。反対意見もあったと思う。しかし、漁協は担い手が減り続ける黒ノリ

養殖を何とかしたい、委託加工は黒ノリ養殖の未来への投資だと考え、我々に最低事

業継続年数、出資額など厳しい条件を提示しつつも大きな決断をしてくれた。 

我々はその後も、時にはぶつかり合いながら、1 つ 1 つ課題を乗り越えていった。

最終的に 9 経営体で委託加工を行い、商社が求める「重量のあるノリ」での品質均一

化をめざすこととした（以下、この 9経営体を「参加経営体」とする）。 

最大の課題は各経営体で所有する加工機器の償還残金であった。数年で償還を終え

る者から機器を買い替えたばかりの者まで状況は全く異なっていた。委託加工施設の

整備には新たな出費が伴うため、償還残金が多い者ほど負担は大きい。委託加工施設

と経営体が所有する機器の併用も検討したが、それでは品質均一化は図れない。地区

の黒ノリ養殖の未来のため、参加経営体は償還残金に関係なく、同額を負担し、委託

加工施設で生産を行うこととした。併せて所有する機器を処分し、退路を断ち一丸と

なって取り組むことに決めた。 

 

 

図 5 答志地区黒ノリ 1 経営体あたり生産枚数、単価 
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（２）委託加工施設の整備 

水産庁の平成 25年度産地水産業強化支援事業を活用し、総事業費約 5億円をかけて

委託加工施設を整備、平成 26年 11月に完成した（写真 1、写真 2）。 

「重量のあるノリ」を作るため、葉体を刻む細かさなど機器設定の試行錯誤を繰り

返した。生産は、各経営体が海上作業から委託加工施設への搬入までを行い、加工作

業は施設の作業員が行うこととした。 

 

 

（３）委託加工の実施 

平成 26年度に委託加工を開始した。参加経営体は、委託加工にすることで海上作業

に注力できるようになった（写真 3、写真 4）。また、平成 24年度に合計 3,180柵であ

ったノリ網数を平成 25年度の試験的増柵を経て、平成 26年度以降は約 3,630柵とし、

導入前後で約 450柵、14%増加させた。 

参加経営体の 1経営体あたり生産枚数、生産金額は平成 25年度 187万枚、1,600万

円から導入後増加し、平成 29年度 295万枚、3,000万円とそれぞれ 58%、88%増加した

（図 6）。 

地区全体の 4年平均の比較では平成 15年度以降頭打ちになっていた 1経営体あたり

生産枚数は導入前後で 202 万枚から 270 万枚と 34%、減少傾向にあった単価は 890 円

/100枚から 1,090円/100枚と 22%増加した（図 7）。  

写真 1 委託加工施設              写真 2 施設内の大型ノリ自動乾燥機 

写真 3 漁業者による海上作業         写真 4 施設作業員による加工作業 
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（４）「重量のあるノリ」で品質均一化 

ノリの等級は上位から「優上、優、特上、

特」の順で、重量が基準より重いものに「厚」

や「重」が付けられる。導入後の各等級に

おける「厚」や「重」の割合は全上位等級

でほぼ 100%となり、「重量のあるノリ」で

の品質均一化が達成できた（表 1）。 

また、最新機器を整備したことで異物除

去の性能が上がり品質が向上した。導入後、

商社からのクレームはゼロになった。これ

らが単価の向上につながった。 

 

（５）生産者の経営改善 

委託加工は全参加経営体の経営改善に

つながった。所得と専従者給与の平均は、

他県の不作で高単価となった平成 24 年を

除き減少傾向であったが、平成 25年の 606

万円から導入後年々増加し、平成 29 年は

1,454 万円と 140%の増加となった（図 8）。

導入前後の 4 年平均は 750 万円から 992 万

円に増加した。 

 

（６）漁協の経営改善 

委託加工は漁協の経営改善にも寄与した。漁協の利用事業における受入利用料が平

成 25年度の 4,200万円から平成 26年度以降は 1億円超となり、事業利益も増加した（図

9）。これはほぼ全て委託加工料の増加によるものである。平成 29 年度は鳥羽地域で答

志島の隣の菅島でも委託加工が始まったことにより、さらに増加した。この他、黒ノリ

生産枚数の増加、単価上昇による受託販売手数料の増加も経営改善に寄与した。 

（左）図 6 委託加工参加経営体の 1 経営体あたり生産枚数、生産金額 

（右）図 7 4 年平均の答志地区 1 経営体あたり生産枚数、単価       は委託加工実施年度             

表 1 参加経営体の等級別枚数、厚/重の割合 

枚数（枚） 厚/重の割合 枚数（枚） 厚/重の割合

厚/重優上 545,175 646,200

優上 19,600 0

厚/重優 5,853,075 5,439,175

優 350,925 8,525

厚/重特上 4,071,625 3,839,275

特上 336,350 3,050

厚/重特 2,640,325 2,275,475

特 250,150 4,900

92.4%

91.3%

100.0%

99.8%

99.9%

99.8%

等級

委託加工前
H22-H25

委託加工後
H26-H29

96.5%

94.3%

図 8 参加経営体（所得＋専従者給与）の平均 

    は委託加工実施年 
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漁協は合併翌年の平成 15 年度から平成 25 年度まで経常利益はほぼ黒字であるが、

本業の事業利益では赤字が続いていた。しかし委託加工導入後の利用事業や黒ノリを含

む海藻類販売事業の伸び等により、平成 26年度以降は事業利益も黒字に転じた（図 10）。 

 

（７）活動の周知 

我々の取組状況を県の黒ノリ養殖関係者が

集まる研修会等で何度も報告した（写真 5）。

良かったこと、苦労したことなど余すことな

く伝えた。他地区で導入を検討する際の相談

にも乗った。答志地区だけではなく、本県黒

ノリ養殖全体が活性化してほしいという思い

からであった。他県からの視察等にも同様に

対応した。 

（上）図 9 鳥羽磯部漁協 利用事業  （下）図 10 鳥羽磯部漁協 事業利益、経常利益  

  は委託加工実施年度 

写真 5 関係者が集まる研修会で報告 
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事例や目標数値算出に答志地区の名前や実績が使われるなど、県全体の黒ノリ養殖活

性化の方針作成に貢献でき、鳥羽地域以外でも委託加工が検討されるようになった。 

 

７．今後の課題や計画と問題点 

研究会では、委託加工導入後も機器の微妙な調整など毎年改善を行いながら生産を

続けている。今後も商社のニーズを的確に把握し、委託加工施設の稼働率を向上させ

つつ、高品質なノリづくりに努める。また現在、女性の協力を得て行っている漁具設

置等の海上作業を男性のみで行う体制にし、女性の負担を減らす働き方に改善する。 

鳥羽地域の菅島地区で委託加工が始まり、桃取町地区でも導入に向けた取組が進ん

でいる。黒ノリ生産を行う仲間として、より良いノリづくりをめざすライバルとして

互いに切磋琢磨していきたい。そのため、これまで以上に他地区との情報交換に取り

組んでいきたい。 

鳥羽地域ではノリを加工前に冷凍する。冷凍することで旨味、甘味が増すと考えて

いる。現在、地域、漁協、漁連、行政等の関係者と連携した新たな試みとして、冷凍

による栄養成分の違いを分析している。科学的データをもとに地域のノリの強みを発

信し、他地域に対しての新たな加工法の提案にもつなげていきたい。 

三重県黒ノリ生産の全国シェアは約 3％とわずかである。しかし、だからこそ関係

者と広く連携し、委託加工などで品質の均一化・向上、経営改善に努め、良いノリを

たくさん作り続けていく必要がある。それが、商社や消費者の三重県黒ノリへの信用

を高め、単価を向上させ、未来に黒ノリ養殖をつないでいくことになる。我々は今後

もそこに積極的に関わり、黒ノリ養殖の道筋を示し続けていきたい。 


